
 

将来宇宙輸送システム調査検討小委員会の検討項目素案 

 

令和２年１月１５日 

 

 将来にわたり我が国の宇宙開発利用の自立性を維持・確保してい

くため、再使用型宇宙輸送システムを含む宇宙輸送システム技術に

ついて、以下の観点から調査検討。 

 

１．小委員会の調査検討事項  

 

○ 改めて我が国が宇宙輸送システムを維持する意義は何か（自

立性の確保に加え、何を考えるべきか）。 

○ 国内外の動向を踏まえ再使用型宇宙輸送システムを含む将来

の宇宙輸送システム技術にはどのようなものがあるか。 

○ 再使用型宇宙輸送システムを含め、中長期的な宇宙輸送シス

テムの研究開発にどのように取り組むか。（必要な技術、コスト

等を含む。） 

○ 我が国の研究開発体制、官民の役割分担をどのように考える

か。 

○ 我が国の宇宙開発利用の根幹となる宇宙輸送システムの自立

性と競争力確保のため、将来における理想像は何か、また、そ

の社会実装に向けての技術的・制度的課題は何か。 

 

 

 検討においては、宇宙航空研究開発機構（JAXA）等からのヒアリン

グを含めこれらの論点について調査検討を行い、将来宇宙輸送シス

テム技術に関する今後の進め方について、一定の方向性を得る。 
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２．今後の予定  

 

・１月１５日 第１回： 

小委員会設置、国内の宇宙輸送系の動向、検討項目 

 

・１月３０日 第２回： 

国外の宇宙輸送系の動向、将来の宇宙開発利用、検討項目 

 

・２月２０日 第３回： 

我が国の将来宇宙輸送システムに向けた取組（ヒアリング等） 

 

・３月１８日 第４回： 

我が国の将来宇宙輸送システムの向けた取組（ヒアリング等） 

提言骨子素案 

 

（宇宙開発利用部会へ報告） 

 

・５月中 第５回： 

提言骨子案 

 

・６月中 第６回： 

提言取りまとめ 
 

（宇宙開発利用部会へ報告） 
 


